
Dendoman( デンドマン ) の誕生

機械の購入費 （イニシャルコスト） だけではなく、 燃料費 ・維持管理費 （ランニングコスト） などを含め、

廃棄に至るまでの生涯費用 ( ライフサイクルコスト ) をトータル的に検討し、 メインの破砕システムに電気

駆動方式を採用しました。

動力のエネルギー効率が良く、 メンテナンスが容易化され、 トラブル時もスピーディな対応を可能とした電動

自走式シリーズ　Ｄｅｎｄｏｍａｎが誕生しました！
※｢Ｄｅｎｄｏｍａｎ｣は、 株式会社中山鉄工所の電動自走式シリーズの総称です。

Dendoman( デンドマン ) の誕生

多目的ニーズに応えるハイブリッドモデル

電動自走式インパクトクラッシャ

用　途
■ 岩石、コンクリート廃材、アスファルト廃材
■ 砕石工場、リサイクル工場など
■ 解体現場、土木工事現場

Dendoman



充実した装備
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各部の名称
1 原料ホッパ   2 グリズリフィーダ  3 インパクトクラッシャ  4 ベルトコンベヤ      
5 油圧ユニット  6 クローラ  7 磁選機  8 制御盤・動力盤  
 

開閉ケーシングが天井から大きく
開閉することによって、打撃子
や反撥板を真上に吊上げるこ
とができ、安全に部品の反転・
交換が可能になりました。

外形図

仕様・処理能力表

通常運転は効率の良い電気モータで運転
しますが、破砕室内に原料が閉塞した時は
アシスト装置で排出します。
電気モータの保護だけではなく、復旧作
業も安全かつ、短時間に行うことができま
す。

■ 閉塞時
l 油圧アシスト装置　特許取得

タッチパネルで簡単にセット調整ができます。

l 油圧セット調整 l メンテナンスが容易

l グリーンボックス (データ収集装置)
電源を入れた瞬間から電源を切るまで、電流・圧
力等、機械の状態をチェックし、記録する為、ト
ラブル発生時のデータを確認することで異常の
原因を素早く発見することが可能です。
また、各部品の交換履歴も残すことができ、交
換時期を把握することができます。

l N-Link (IoT遠隔管理システム)

機体の状態から稼働状況まで、遠隔で管理できます。トラブル時なども
当社カスタマーサポートより機体状態を確認することができるため、　　
スピーディーな対応を可能にしました。

■ N-Linkの特徴

ELECTRIC DRIVEN MOBILE IMPACT CRUSHER
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l 分解せずに運搬が可能
本機は分解せずに運搬が可能なため、現場に着けばスピーディーに稼働する
ことができます。据付け時間も大幅に短縮できるため作業効率があがります。
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